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「
手
紙
早
引
節
用
集
」

「
用
文
早
引
節
用
集
」

関

場

武

一、
は
じ
め
に

行
草
体
の
本
文
の
左
傍
に
糖
書
体
を
併
せ
示
す
「
二
体
節
用
集
」
（
二
行
節
用
集
、
真
草
二
行
節
用
集
）
の
出
現
と
、

部
門
別
け
を
取
り

。』
n
J
 

払
っ
て
仮
名
数
（
音
節
数
）
で
語
棄
を
配
列
・
検
索
す
る
「
早
引
節
用
集
」
の
登
場
は
、
節
用
集
開
版
史
上
に
於
け
る
二
つ
の
大
き
な
出
来

事
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、
イ
ロ
ハ
分
け
よ
り
部
門
別
け
を
優
先
さ
せ
る
「
合
類
節
用
集
」
等
の
試
み
が
あ
っ
た
が
、
江
戸
前
期
に
於
け
る
こ

行
節
用
方
式
の
創
出
と
、
中
期
に
於
け
る
早
引
方
式
の
発
明
は
、
節
用
集
の
普
及
と
浸
透
に
決
定
的
な
力
を
与
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
今
、
二
行
、
二
体
節
用
の
こ
と
は
姑
く
置
く
と
し
て
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
〉
年
初
冬
に
、
江
戸
の
西
村
源
六
、
大
坂
の
渋
川
興
市

・
村
上
勘
兵
衛
の
三
書
賠
よ
り
「
賠
桝
早
引
節
用
集
」
が
発
刊
さ
れ
、
同
七
年
に
再
版
と
い
う
か
た
ち
で
「
脚
瑚
早
引
節
用
集
」
が
出
、
同
十

年
に
「
回
一
早
引
節
用
集
」
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
「
訴
審
ノ
仮
名
数
ヲ
以
テ
文
字
ヲ
求
」
め
る
こ
と
の
出
来
る
（
同
書
凡
例
〉
早
引
節
用
集

文
字
通
り
早
く
引
け
る
と
い
う
こ
と
で
評
判
を
呼
び
、
そ
れ
ま
で
の
節
用
集
の
盛
行
ぶ
り
に
も
増
し
て
、
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
く
こ

L
T
n

、
と
に
な
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
こ
種
の
節
用
集
は
、

早
引
方
式
や
イ
ロ
ハ
分
け
と
部
門
別
け
を
併
用
す
る
従
来
の
検
索
方
式
の
節
用
集
が
、

既
に
十
二
分
に
浸
透
し
、
「
節
用
」
と
言
え
ば
一
一
ツ
切
、
一
一
一
ツ
切
の
早
引
節
用
集
か
、
「
鵠
雲
監
京
高
臨
」
、
「
献
盟
主
定
化



せ
つ
よ
う
む
じ
ん
ざ
ぅ
－
［
マ
H
F

節
用
無
意
蔵
軒
町
」
な
ど
の
大
冊
、
或
は
合
類
形
式
の
「
和
漢
音
程
書
言
字
考
節
用
集
」
（
桝
合
類
大
節
用
集
）
等
を
人
々
が
思
い
浮
か
べ
た

幕
末
に
出
版
さ
れ
た
、
袖
珍
本
の
早
引
節
用
集
で
あ
る
。

二
、
手
紙
早
引
節
用
集

本
書
に
は
、
奥
付
に
列
記
さ
れ
た
書
患
の
一
部
に
異
同
の
あ
る
二
本
が
あ
る
。

（

A
1）

 

横
本

袖
珍
一
冊
。
竪
五
・
入
、
横
一
二
・
八
糎
。
中
本
を
三
ツ
切
に
し
た
大
き
さ
で
あ
る
。

表
紙

丹
色
無
地
紙
。

q
d
 

n
d
 

角
裂

繰
色
、

続
糸

佳
山
余
。

題
簸

単
太
枠
付
短
冊
型
白
紙
、
表
紙
左
肩
に
貼
付
。
「
手
紙
早
引
集

全
」
。
堅
四
・
一
五
、
横
約
一
一
糎
。

前
見
返
し

単
枠
内
に
右
か
ら
、
「
手
形
謹
文
入
／
手
紙
／
早
引
／
節
用
／
集
／
安
政
新
彫
」
と
記
す
。

序
題

手
紙
早
引
節
用
序
」
。

ナ
シ
。

内
題

版
dυ 

一
j
五
、
六
ノ
七
、
八
J
七
十
四
。

白
口
。
下
方
に
丁
付
の
み
あ
り
。

丁
付

丁
数

七
十
三
了
。
（
前
見
返
し
）
＋
序
、
イ
ロ
ハ
分
け
丁
付
合
文
一
丁
＋
本
文
七
十
二
丁
＋
奥
付
。

一
オ
が
序
文
、
ウ
が
丁
付
合
文
。
二
オ

J
六
十
六
オ
が
節
用
本
文
、
六
十
六
ウ
J
七
十
三
ウ
が
付
録
の
手
形
証
文
類
案
文
。

行
数

節
用
集
本
文
部
分
は
有
界
八
行
、
付
録
の
案
文
部
分
は
無
界
十
行
。

字
数

節
用
部
分
は
一
行
五
字
、
付
録
は
八
J
十
一
字
。

匡
郭

四
周
単
辺
。
竪
四
・
二
、
横
一
一
・
一
五
糎
。

刊
記

終
了
ワ
付
録
本
文
終
り
左
方
に
「
安
政
五
午
年
／
正
月
新
彫
」
と
刊
行
年
月
を
二
行
に
記
し
、
後
見
、
返
し
匡
郭
内
に
十
名
の
江
戸
の



噛a・・

手紙早引節用集 ・見返し

書
嘩
名
を
列
記
す
る
。
即
ち
、
上
方
に
「
東
都
」
と
右
横
書
に
出
し
、
そ
の
下
に

須
原
屋
茂
兵
衛
／
岡
田
屋
嘉
七
／
山
城
屋
佐
兵
衛
／
小
林
新
兵
衛
／
須
原
屋
伊
八
／

和
泉
屋
金
右
エ
門
／
須
原
屋
佐
助
／
和
泉
屋
吉
兵
衛
／
岡
村
屋
圧
助
／
山
崎
屋
清
七

板

と
記
す
。
い
ず
れ
も
、
こ
の
期
に
活
動
中
の
江
戸
の
書
躍
で
あ
る
。

備
考

節
用
集
本
文
部
分
の
各
丁
オ
モ
テ
、
匡
郭
外
左
上
に
は
、
「
い
」
、
「
お
」
、
「
は
」
：
：
：
「
す
」

】の
如
く
、

イ
ロ
ハ
分
け
の
表
示
が
あ
る
。

巻
頭
の
序
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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手
紙
早
引
節
用
序

は

や

び

き

お

ほ

こ

白

は

や

ぴ

き

て

が

ゑ

い

り

ょ

う

も

ん
じ
こ
と
こ
ま

あ
っ
む

そ
れ
世
に
早
引
は
多
く
あ
れ
共
、
此
早
引
は
手
紙
入
用
の
文
字
事
細
か
に
集
る
こ

む

さ

う

い

ふ

い

か

ゃ

う

わ

か

か

ね

さ

わ

け

ひ

き

い

だ

と
、
無
双
と
云
ベ
し
、
何
様
に
分
り
兼
外
共
、
左
の
い
ろ
は
分
に
て
引
出
す
ベ
し

〈印）

さ

わ

け

ひ

き

い

だ

右
の
序
文
に
「
左
の
い
ろ
は
分
に
て
引
出
す
ベ
し
」
と
あ
る
の
は
、
イ
ロ
ハ
分
け
に
な
っ

て
い
る
本
文
全
体
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、

多
分
こ
の
序
の
ウ
ラ
、

ウ
に
あ
る
イ
ロ
ハ
分
け
の
標
目
索
引
、
所
謂
イ
ロ
ハ
分
け
丁
付
合
文
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
一
ウ
に
は
、
「
い
一
丁
」

j
「
す
六
十
四
丁
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
イ
ロ
ハ
四
十

七
字
の
標
目
と
そ
の
始
ま
り
の
丁
数
が
、
有
界
十
六
行
三
段
に
分
け
て
表
示
さ
れ
て
い



る
。
但
し
、
そ
の
丁
数
は
、
版
心
に
記
さ
れ
た
丁
付
に
よ
っ
て
お
り
、
六
ノ
七
の
飛
び
丁
を
考
虐
に
入
れ
て
い
な
い
の
で
「
へ
」
以

下
は
実
丁
と
一
丁
分
宛
ず
れ
て
い
る
。
な
お
「
い
一
丁
」
と
あ
る
の
は
、
第
二
丁
目
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
実
状
と
具
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
本
文
の
初
め
と
い
う
こ
と
で
ご
丁
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

状
、
初
日
一
」
と
あ
る
個
所
で
、

ま
た
、
丁
付
合
文
に
「
ゐ
い
に
入
ル
」
、
「
於
（
お
）
を
ニ
入
ル
」
、
「
江
〈
え
）
ゑ
ニ
入
ル
」
と
あ
る
の
は
、
各
々
本
文
で
「
ゐ
内
村
川
」
、
「
江

お
・
を
、
え
・
ゑ
を
併
せ
る
の
は
、
こ
の
期
の
節
用
集
類
に
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

い
・
ゐ
、

お
・
を
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
通
常
は
「
於
口
の
を
一
一
あ
り
」
或
は
「
於
初
の
を
ニ
あ
り
」
等
と
い
う
指
示
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

本
書
本
文
で
は
「
於
（
お
）
」
の
標
目
共
々
欠
落
し
て
い
る
。

ま
た
、
通
常
の
早
引
節
用
に
は
、
冒
頭
に
凡
例
や
「
文
字
引
様
」
と
称
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
検
索
方
法
に
つ
き
実
例
を
示
し
な
が

巻
末
の
付
録
は
、
前
見
返
し
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
手
形
註
文
」
の
案
文
で
、
「
借
用
申
金
子
之
事
」
、

九
ハ
主
せ

「
金
子
為
替
手
形
之
事
」
、

「返

一 35-

ら
簡
単
に
説
明
し
て
あ
る
が
、
本
書
に
は
無
い
。

り
手
形
之
事
」
、
「
奉
公
人
請
状
之
事
」
、

「
店
請
状
之
事
」
、

「
預
り
申
金
子
之
事
」
、

「
差
上
申
手
形
之
事
」
、

「
永
代
頁
渡
家
屋
敷
之

事
」
、
「
養
子
一
札
」
の
九
通
で
あ
る

D

（

A
2）

 

表
紙

丹
色
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
。
角
裂

紫
、
綴
糸

限
脂
。

題
祭
・
前
見
返
し
・
序
・
丁
付
等

A
1
本
に
同
じ
。

刊
記

A
1
本
と
次
の
一
点
が
異
る
。

A
1
本
の
後
見
返
し
に
は
須
原
屋
茂
兵
衛
以
下
十
名
の
東
部
書
珪
名
が
列
記
さ
れ
、
十
番
目
に
「
山



崎
屋
清
七
板
」
と
あ
っ
た
が
、

A
2
本
で
は
そ
の
最
後
の
一
行
の
み
を
改
刻
し
、

「
山
寄
屋
清
七
／
鶴
屋
喜
右
エ
門
」
と
二
名
分
の

名
前
を
二
行
に
分
け
て
無
理
に
入
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
十
軒
に
鶴
屋
喜
右
エ
門
が
加
わ
っ
た
わ
け
で
、
書
患
は
合
計

十
一
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
の
「
手
紙
早
引
節
用
集
」
の
特
色
は
、
（
一
）
書
型
が
小
型
で
あ
る
こ
と
、
（
二
）
収
載
項
目
数
が
同
類
の
書
に
比
べ
て
か
な
り

少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
（
一
〉
書
型
に
つ
い
て
記
す
。

早
引
節
用
集
の
書
型
は
、
美
濃
判
（
大
本
〉
の
「
糊
納
早
引
大
節
用
集
」
（
明
和
八
八
一
七
七
一
〉
年
刊
〉
を
除
く
と
、
美
濃
半
裁
の
八
イ
〉

二
ツ
切
（
中
本
）
か
〈
ロ
〉
三
ツ
切
が
殆
ど
で
、
横
本
が
多
い
。
普
通
、
三
ツ
切
と
言
っ
て
も
、
美
濃
本
か
半
紙
本
の
そ
れ
で
あ
る
の
に
対

し
、
本
書
は
極
小
さ
く
、
中
本
を
三
ツ
切
に
し
た
大
き
ざ
で
あ
る
。
こ
の
判
型
は
、
江
戸
期
の
開
版
節
用
集
類
に
は
少
な
く
、
本
書
と
、
次

し
ゃ
3
ち
う
せ
つ
よ
う
き
う
じ
び
き
－
1
E
3

に
取
り
上
げ
る
「
用
文
早
引
節
用
集
」
、
そ
れ
に
横
本
で
は
な
く
竪
長
の
本
で
早
引
節
用
で
も
な
い
が
「
掌
中
節
用
急
字
引
引
で
（
寛
政
六

〈
一
七
九
四
〉
年
刊
）
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
判
型
は
寧
ろ
、
明
治
期
に
流
行
っ
た
袖
珍
本
の
節
用
集
や
字
引
・
百
科
便
覧
の
中
に
散
見
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
「
時
用
儲
紙
入
節
用
」
（
明
治
十
年
）
、
「
新
撰
漢
語
字
引
」
（
同
十
二
年
〉
、
「
鵬
一
期
日
用
排
覧
」
（
同
十
年
）
、
「
防
相
寓
用
便
」

（
同
十
三
年
）
、
「
時
服
明
治
字
林
玉
篇
」
（
同
二
十
五
年
〉
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
因
に
「
袖
珍
本
」
と
い
う
用
語
が
指
し
示
す
判
型
に
は
ゆ
れ

が
あ
り
、
小
本
を
既
に
袖
珍
本
と
言
っ
て
い
る
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
、
美
濃
判
の
半
分
が
中
本
、
半
紙
本
の
半
分
が
小
本
、
小
本
の
半
分

以
下
が
袖
珍
本
で
あ
る
と
い
う
規
程
に
従
う
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
節
用
集
の
う
ち
、
小
本
・
中
本
は
幾
つ
も
あ
る
が
、
袖
珍

本
は
意
外
に
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
の
「
加
配
飢
配
宇
依
畑
一
刊
誌
一
」
（
九
例
題
ぶ
岡
山
明
寸
珍
節
用
集
」

竪
十
一
、
横
七
・
五
糎
）
、
そ
れ
と
改
題
本
の
関
係
に
あ
る
「
新
万
倍
節
用
賢
建
盟
議
」
（
宝
暦
三
八
一
七
五
三
〉
年
刊
）
、
「
新
い
ろ
は
節
用

そ
れ
に
や
L
特
殊
だ
が
「
俳
字
節
用
集
」

集
大
成
」
（
嘉
永
二
八
一
八
四
九
V

年
刊
〉
、

（
文
政
六
〈
一
八
二
三
〉
年
刊
）
等
が
目
に
つ
く
程

戸。円。



度
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
俳
字
節
用
集
」
が
俳
句
吟
行
や
俳
席
出
座
の
際
の
便
宜
を
慮
っ
て
寸
珍
本
に
纏
め
ら
れ
、
「
万
倍
節
用
字

ベ

ん

た

び

〈

わ

い

ち

う

便
」
の
凡
例
中
に
「
旅
懐
中
寸
珍
節
用
集
」
と
い
う
名
前
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

節
用
集
の
袖
珍
本
は
、

参
看
・
携
行
の
便
を
考
え

編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
書
の
場
合
、
通
常
の
早
引
節
用
集
に
は
あ
る
凡
例
や
文
字
引
様
す
ら
無
い
と
い
う
状
況
を
思
い

合
わ
せ
る
と
、

ふ
だ
ん
か
ら
早
引
節
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ノ＼
＼〆

A こ／＼
ii ~ ~ ,... 
】る』

- 40ー

【
〉
え
】

／ヘ
て

＼／ 

術~ ~ 

家か【

あ
』d

四
六
項

／＼／ ＼  

さあ
一五 一
〉〉八

左さ 3項
J 乗u~
｛乍同 へ
ーよ＆あ

町 山 一

年Zマ
L ，， あ

刊 ま

有f四

項

／＼ 

A さこ

さ寺霊
〉 察ミ
長き入t〈

? J 主
儀き塑ごミラ コ

丈史悟；項

語；5
／＼ 

き
二〈
〉 さ

魚T六
マ ’ ＼／

義き為t会
土し｝旨7白

事~ v 六

l w.%.項

更iでる
以3おき

二
二
項

四
三
項

一
四
項

二
項

【き】

一
三
項

一
九
項



き

ん

ず

る

き

り

き

づ

き

宇

う

く

ん

き

う

し

に

ん

八
き
一
二
〉
清

J
切

手

三

五

項

〈

き

四

〉

禁

J
切
庇
三
一
項
〈
き
五
〉
教
訓
J
給
仕
人
一
四
項

ゆ

問

中

う

ゆ

り

由
1
遊

四

項

〈

ゆ

二

〉

勇

J
百
合
六
項
八
ゆ
一
二
〉
譲

1
タ
部
九
項
〈
ゆ
四
〉
指
差
？
遊
女
二
二
項

め

同

均

レ

均

ん

め

ど

る

め

く

ら

一
〉
女
j
免

三

項

〈

め

二

〉

飯

1
面

五

項

〈

め

コ

マ

安

J
菩
一
つ
項
〈
め
四
〉
目
出
度

1
名

人

一

七

項

〈

め

出

つ

支

z
v
J
J
L

カ

4
1

む
し
中
う

五
〉
召
抱
J
目
漬
五
項
〈
め
六
〉
滅
法
界

1
滅
太
無
性
二
項
【
み
】
八
7
4

一
〉
美
J
看

五

項

八

み

二
V

右
J
味
噌

み
ち
か

L

A

お
〈
る

一
一
項
〈
み
一
二
〉
充

J
若
子
一
四
項
〈
み
四
〉
短
？
見
送
二
ハ
項
〈
み
五
〉
明
日
！
見
苦
敷
五
項
【
し
】

L

同

じ

き

し

八
し
一
〉
之
J
字
九
項
〈
し
二
〉
時
気

1
獅
子
二
四
項
〈
し
一
二
〉
食
？
自
害
五
五
項
〈
し
四
V

主
従
J
塩

竃

五

四

し

ん

し

ゅ

ん

じ

ん

し

ゃ

う

じ

ゃ

ろ

じ

ゅ

ん

じ

ゅ

っ

く

わ

L

項
八
し
五
〉
新
春
J
尋

常

五

八

項

八

し

六

〉

上

旬

J
述

懐

一

O
項

車

問

・

え

と

ゑ

こ

主

ひ

す

主

ど

る

車

ん

て

ん

主

ん

【
ゑ
】
〈
ゑ
一
〉
恵
J
繕
四
項
〈
ゑ
一
一
〉
江
戸
！
依
他
ご
ニ
項
〈
ゑ
一
二
〉
夷

J
彩
色
一
四
項
〈
ゑ
四
〉
’
三
六
？
測

主

ん

ま

わ

う

ゑ

ん

き

ゃ

う

ひ

向

ひ

と

ひ

ぎ

配
二
五
項
〈
ゑ
五
〉
閣
魔
王
J
遠
境
五
項
【
ひ
】
〈
ひ
一
〉
比
J
美

一

O
項
〈
ひ
二
〉
人
J
非
義

＝
マ
彼
岸
J
比

興

六

一

項

〈

ひ

四

〉

控

J
一
幅
四
三
項
八
ひ
五
〉
毘
沙
門
J
一
番

も

同

も

ん

も

や

一
柳
六
項
【
も
】
八
も
一
〉
毛
i
M
K

四
項
〈
も
二
〉
紋
J
母
屋

も
ん
と

L
う

も

の

き

び

L

門
跡
J
目
論
見
三
五
項
〈
も
五
〉
門
徒
宗
J
寂

実

同

せ

き

ぜ

ひ

1
背

四

項

〈

せ

二

〉

関

J
是
非

せ
き
が
は
ら
せ
う
り
や
く

五
〉
関
原

i
省

略

門ゆ】

八
ゆ
一
〉

【め】

／ヘ
め

二
三
項

一
六
項
〈
も
三
〉
申

i
頁

八

項

〈

も

六

〉

中

含

J
難
一
一
黙
止
五
項
【
せ
】

一
一
項
〈
せ
コ
マ
節
季
J
浅
智
二
六
項
〈
せ
四
〉
先
日
J
無
v
詮

五

七

項

〈

せ

同

す

〈

八
項
〈
せ
六
〉
千
秋
楽
J
切

瑳

琢

磨

四

項

〈

す

一

〉

寸

J
巣

五

項

〈

す

二

〉

好

l
諏
訪

十

人

よ

し

す

い

き

ょ

す

き

の

も

乃

す

へ

っ

か

た

〈
す
一
二
〉
鈴
木
J
既

〈

す

四

〉

住

吉

1
吹

挙

〈

す

五

〉

好

物

J
末

方
／＼ 

ひ
ノ＇＼ -

＼／ 一一
七

百子項

姓与〈
i ひ
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二
二
項

／＼ 

せ
一一 A 〉も
世せ四＼〆

【す】

三
O
項

五
九
項

三
七
項

五
項

以
上
で
あ
る
。
こ
れ
を
イ
ロ
ハ
別
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
如
く
に
な
る
。

【い】

一
三
四
項

【ろ】

。
【
は
】
五
四

【に】

【
ほ
】
二
九

【
へ
】
二
九

【
と
】
六
九

門
ち
】
五
五



【
り
】
一
一
一
一

【ぬ】

/¥ 

【る】

七

【
を
】
九
二

【
わ
】
三
二
項

【か】

。
【
よ
】
五
六

【
た
】
七

O

【れ】

八

【
そ
】
三
五

【
つ
】
コ
ニ
ハ

【ね】

/¥ 

【
な
】
四
八

【ら】

七

【
む
】
三
五

【
う
】
四
六
項

【
の
〕
＝
二

【
く
】
八
一
ニ

【
や
】
五
五

【
ま
】
五
六

【
け
】
コ
二
ニ

【ふ】

一O
七

【こ】

一
三
五

【
て
】
五
一

【あ】

一一

O
項

【さ】

【き】

【
ゆ
】
三
二

【
め
】
四
二

【
み
】
五
一

【
し
】
二
一

O

【ゑ】

-'-
ノ、

【ひ】

一
七

O

【
も
】
九

O

【せ】

一一
O

【す】

一
一
二
六

と
い
う
こ
と
で
、
合
計
二
八
五
九
項
と
な
る
。
こ
の
二
八
五
九
と
い
う
項
目
数
は
、
早
引
節
用
集
の
中
で
も
少
な
い
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、

早
引
節
用
集
の
中
で
一
番
古
い
「
粧
脚
恥
昨
舵
配
集
」
（
宝
暦
二
年
）
の
四
分
の
つ
「
糊
帥
早
引
大
節
用
集
」
（
明
和
八
年
〉
の
二
割
二
分
、

本
書
と
同
じ
頃
の
「
嘉
永
早
引
節
用
集
」
（
見
返
し
「
安
政
早
引
節
用
集
」
安
政
二
年
刊
）
項
目
数
六
七
三
五
の
四
割
二
分
し
か
な
い
。
易

- 42ー

林
本
は
山
田
俊
雄
氏
に
よ
れ
ば
一
四
四
四
四
語
で
あ
る
と
の
由
で
あ
る
（
「
日
本
語
と
辞
書
」

中
公
新
書

昭
和
臼
〉
。
そ
う
す
る
と
本
書

の
項
目
は
二
割
に
も
満
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
節
用
集
中
に
は
勿
論
古
誌
も
含
む
し
、
ま
た
、
滅
多
に
使
わ
な
い
難
字
の
類
も
収
載
さ
れ
、

（註
2

）

収
録
語
会
数
の
多
さ
を
誇
る
傾
向
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
よ
う
に
、
書
く
た
め
の
実
用
的
な
字
書
を
標
傍
す
る
の
な
ら
、
や
た
ら

に
語
実
数
を
誇
る
の
で
は
な
く
、
収
載
項
目
の
整
理
統
合
、
取
捨
選
択
を
す
る
の
も
一
つ
の
行
き
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
程
度

て

が

み

い

り

ょ

う

も

ん

じ

こ

と

こ

ま

あ

っ

む

な

さ

う

い

ふ

で
「
手
紙
入
用
の
文
字
事
細
か
に
集
る
こ
と
無
双
と
云
ベ
し
」
（
序
〉
等
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
早
引
節
用
の
「
す
」
は
、

普
通
「
す

八
」
か
「
す
九
」
く
ら
い
主
で
あ
る
の
に
、
本
書
は
「
す
五
」
で
終
っ
て
い
る
。
「
間
州
大
全
早
引
節
用
集
」
（
嘉
永
四
八
一
八
五
一
〉
年
刊
〉
、

「
牌
寓
代
節
用
告
主
主
一
年
刊
）
、
「
抑
永
代
節
用
集
」
（
天
保
十
四
年
初
版
嘉
永
三
年
再
刻
）
等
の
よ
う
に
、
「
す
廿
」
命
威
信
郎



じ
う
ご
じ
ゃ
う
を
て
ら
す

車
十
五
乗
）
ま
で
出
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
全
般
に
亙
り
も
う
少
し
項
目
数
の
見
直
し
を
行
な
い
増
や
し
て
行
っ
て
も
よ
か
っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ぽ

づ

た

ん

’

’

護

端

．

対

・

二

等

の

よ

う

な

濁

点

の

こ
t
A

る
ゆ
か
し
く

付

け

違

え

、

対

・

五

一

一

一

・

二

四

日

・

一

二

の

よ

う

な

句

点

の

打

ち

違

い

、

た

・

九

心

床

敷

．

計
・
四
都
の
よ
う
な
配
属
の
間
違
い
（
こ
の
ま
斗
の
語
型
な
ら
、
前
者
は
「
こ
七
」
に
、
後
者
は
「
す
一
ご
に
入
る
べ
き
o

「
器
一
早
引
節

ず

ぎ

る

ひ

平

均

し

用
集
」
等
は
、
「
過
」
の
形
で
「
す
一
ニ
」
に
入
る
）
等
で
あ
る
。
ま
た
注
目
す
べ
き
誤
り
と
し
て
は
、
町
・
三
四
冷
汗
．
が
あ
る
o

こ
れ
は

「
諒
一
早
引
節
用
集
」
で
は
、
加
の
一
一
ニ
と
一
四
番
目
に
「
山
中
部
・
棋
院
・
」
と
並
ん
で
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
或
は
本
書
が
基
い
た
先

行
の
節
用
に
も
此
の
様
に
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
目
移
り
が
し
て
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ゴ
・
二
四
ず
誤
・
は
「
す
さ
」

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
の
誤
刻
は
、

さ
て
、

本
書
に
は
、

奥？詔
~t 均
専；

ペ〉
く

そ
の
う
ち
の
若
干
を
あ
げ
る
と
、
回
・
一

じ

ん

主

ふ

D

た

ち

古

．

人

．

衛

府

太

．

万

．

お
ぞ
れ
な
が
ら

乍
v
恐
．

と
あ
る
の
が
正
し
い
。
「
捗
」
の
字
と
「
薄
」
の
字
の
草
体
を
見
誤
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
ど
、

- 43ー

同
類
の
書
と
比
べ
て
と
く
に
多
い
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
仮
名
遣
い
、
誤
刻
、
語
の
配
列
・
配
属
上
の
間
違
い
等
は
、
当
時
の
早
引
節
用

類
に
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一一、
用
文
早
引
節
用
集

本
書
に
は
、
各
丁
オ
匡
郭
外
左
上
部
に
示
さ
れ
て
い
る
イ
ロ
ハ
分
け
の
見
出
し
の
あ
る
本
と
無
い
本
と
の
二
種
が
あ
る
。

（

B
1〉

横
本

袖
珍
一
冊
。

A
本
と
同
じ
く
中
本
を
三
ツ
切
に
し
た
大
き
さ
で
あ
る
。
竪
五
・
五
、
横
一
三
・
二
糎
。

表
紙

丹
色
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
。

角
裂

紫



久久

戸
°'' 鷹

d 司c:-n F 圃，a・ー

岨ぷキ

用文早引節用集 ・見返し

題
簸

表
紙
左
肩
。
子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
に

「
早
引
節
用
集
全
」
と
行
書
体
で
記
す
。
堅
四

・
六
、
横
一
・
五
糎
。

前
見
返
し

単
太
枠
内
に
右
か
ら

「手
形
讃
文
／
用
文
／
早
引
／
節
用
／
集
／
慶
臆
二
年
／
新
彫
」

と
記
す
o

A
本
と
似
た
形
式
で
あ
る
。

序
題

用
文
早
引
節
用
序
」
。
「
用
文
」
の
二
字
を
の
ぞ
き
他
は
A
本
の
か
ぶ
せ
彫
で
あ
る
。
序
の

文
章
も
A
と
同
文
で
あ
る
。

内
題

ナ
シ
。

版
心
・
丁
付
・
行
数
等

A
本
に
同
じ
。
「
六
ノ
七
」
の
飛
び
丁
も
同
じ
で
あ
る
。

- 44ー

川
H
H
J’
守

J

J

ヱl
－一副

終
了
ウ
本
文
末
左
方
に
「
慶
鷹
二
丙
寅
年
／
五
月
新
彫
」
と
刊
行
年
月
を
二
行
に
記
し
、

後
見
返
し
匡
郭
内
に
十
名
の
東
都
書
瞳
名
を
列
記
す
る
。
即
ち
上
方
に
「
東
都
」
と
右
横

書
き
に
出
し
、
そ
の
下
に
須
原
屋
茂
兵
衛
以
下
十
名
を
記
す
。
そ
の
形
式
、

書
睦
の
順
番

ル
ヤ
も
、

A
1
本
に
同
じ
で
あ
る
D

但
し

A
1
本
の
十
番
目
は
「
山
崎
屋
清
七
板
」
と
な
っ

て
い
た
が
、
本
書
で
は

「山
静
堂
蔵
」
と
あ
る
。
山
静
堂
と
は
山
崎
屋
清
七
の
堂
号
で
あ

る
か
ら
、
結
局
は
同
一
人
で
あ
り
、

A
1
本
共
々
版
権
を
握
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る。

備
考

節
用
集
本
文
部
分
の
丁
の
オ
モ
テ
、
匡
郭
外
左
上
方
に
イ
ロ
ハ
分
け
表
示
が
あ
る
が
、

A

本
と
ち
が
っ
て
全
て
の
丁
に
付
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
丁
め

i
四
丁
目
の
「
い
」



は
三
オ
の
み
に
あ
り
、
四
八
ウ

1
五
三
ウ
の
「
し
」
は
五
二
オ
の
場
合
だ
け
表
示
が
無
い
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ま
た
イ
ロ
ハ
の

う
ち
、

A
本
に
出
て
い
た
、

ろ
、
ち
J
わ
、
そ
、
な
、
や
、
ま
、
こ

1
あ
、
ゆ
、
み
、
ゑ
、
も
、
せ
、
の
二
十
の
表
示
が
全
く
無
い
。

巻
末
付
録
の
手
形
証
文
類
の
案
文
は
九
通
で
、
振
り
仮
名
の
一
部
を
除
き
A
本
と
同
文
で
あ
る
。

（

B
2）

 

表
紙
・
前
見
返
し
・
刊
記
等

B
1
本
に
同
じ
。
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫
本
は
、
竪
五
・
四
八
、
横
二
了
七
糎
。

備
考

B
1
本
に
窓
意
的
に
出
て
い
た
匡
郭
外
左
上
の
イ
ロ
ハ
分
け
表
示
が
、
本
書
に
は
全
く
無
い
。
そ
れ
が

B
1
本
と
大
き
く
違
う
点
で

あ
る
。

本
書
B

「
用
文
早
引
節
用
集
」
は
、

A
「
手
紙
早
引
節
用
集
」
の
覆
刻
版
で
あ
る
。
但
し
、
寸
分
違
わ
ぬ
態
の
厳
格
な
「
か
ぶ
せ
」
で
は
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B
1
本
と
の
先
後
は
不
明
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
亀
田
文
庫
本
の
方
が

B
1
丹
淳
文
庫
本
よ
り
刷
り
の
良
い
個
所
が
多
い
。

な
く
、
や
ふ
気
の
緩
ん
だ
覆
刻
で
あ
る
。

A
本
の
誤
刻
は
そ
の
ま
t
A

踏
襲
し
て
い
る
。
た
ど
、
清
渇
表
記
の
違
い
の
ほ
か
、
少
異
が
あ
る
。

主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
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円t示
書

1
7
そ

2
y六

存
外
．

存Z
外店

ωオ
酌
・
四

あ
与
た
む

改
．

あ
ら
た
め

｜
｜
改
．

等
で
あ
る
。

一
々
の
説
明
は
省
く
が
、

刀
て
ん
し
の
は
か

た
と
え
ば
右
の
例
の
う
ち
、
「
存
外
」
の
場
合
は
、

A
本
の
「
し
」
が
殆
ど
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
来
た
脱
落
で
あ
る
。
な
お
、
付
録
の
手
形
証
文
の
部
分
に
も
、

L

こ
ふ
り

状
之
事
」
の
五
行
目
、
「
毎
月
的
日
限
」
と
六
行
目
「
者
相
滞
り
節
は
」
の
部
分
（
刊
オ
〉
で
、

一
ケ
所
は
っ
き
り
し
た
違
い
が
あ
る
。
五
通
目
の
「
店
請

A
本
に
付
さ
れ
て
い
る
右
の
振
り
仮
名
が
、



B
本
に
は
無
い
。

註（

1
〉

早
引
節
用
以
外
の
、
江
戸
期
後
半
の
節
用
集
に
於
け
る
語
葉
検
索
法
の
工
夫
に
つ
い
て
は
「
大
全
早
引
節
用
集
」
「
大
全
早
字
引
」
と
題
す
る
拙

稿
（
嘉
文
研
究
五
四
号
平
成
元
・

3
）
で
も
多
少
ふ
れ
た
が
、
そ
の
工
夫
の
幾
っ
か
を
紹
介
す
る
と
、

（
イ
）
「
す
む
」
、
「
に
ご
る
」
、
「
ひ
く
」
（
語
末
が
「
う
」
「
ふ
」
で
終
る
も
の
、
語
の
途
中
に
長
音
を
伴
う
も
の
）
、
「
は
ね
る
」
（
語
末
が

「
ん
」
で
終
る
も
の
、
途
中
に
「
ん
」
の
字
を
含
む
も
の
）
と
い
う
語
形
に
よ
る
特
異
な
四
分
類
と
、
イ
ロ
ハ
分
け
、
部
門
別
け
を
併
用
す

る
も
の
：
：
・
忌
城
民
間
丘
町
針
。
聡
」
（
明
和
五
八
一
七
六
八
〉
年
刊
）
、
「
炉
端
～
出
掛
う
だ
釈
明
駅
前
川
が
の
於
」
（
同
六
年
刊
）
、
「
急
用
問
合
即

捷

経

坐
引
」
（
安
永
七
八
一
七
七
八
〉
年
刊
）
、
「
大
叱
正
字
通
」
（
天
明
二
八
一
七
八
二
〉
年
刊
）
、
「
万
徳
節
用
集
」
等
（
ロ
〉
各
部
門
内
の
項

目
を
、
渇
音
の
有
無
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
配
列
す
る
も
の
：
：
：
「
早
考
節
用
集
」
（
天
明
五
〈
一
七
八
五
〉
年
刊
）
（
ハ
）
項
目
の
仮

1
1
くほうゑきかうぶんせつようしう

名
数
が
偶
数
で
あ
る
か
奇
数
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
上
下
二
段
に
分
け
、
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
し
て
行
く
も
の
：
：
：
「
町
諮
問
康
益
好
文
節
用
集
」

（
明
和
八
〈
一
七
七
一
〉
年
五
月
序
刊
）
、
「
碑
域
判
官
伊
一
切
取
町
民
（
偶
奇
仮
名
引
節
用
集
〉
」
（
文
化
元
〈
一
八

O
四
〉
年
刊
〉
（
ニ
）

頭
字
だ
け
で
な
く
二
宇
目
ま
で
を
含
め
イ
ロ
ハ
分
け
に
し
て
あ
る
も
の
：
：
：
「
蘭
例
節
用
集
」
（
文
化
十
二
〈
一
八
一
五
〉
年
刊
）
、
「
節
用

早
見
二
重
引
」
（
嘉
永
五
〈
一
八
五
二
〉
年
刊
〉
、
「
早
字
二
重
鑑
（
真
草
早
引
二
重
鑑
）
」
（
同
六
年
刊
）
。
〈
因
に
「
新
増
節
用
無
量
蔵
」
（
元

文
二
〈
一
七
三
七
〉
年
刊
）
、
「
大
新
増
節
用
無
量
蔵
時
一
」
（
安
永
二
八
一
七
七
三
〉
年
刊
）
は
、
言
語
門
の
み
こ
の
方
式
を
採
っ
て
い
る
。
〉

（
ホ
）
巻
頭
に
漢
字
の
点
画
の
特
徴
に
よ
り
配
列
し
た
字
形
引
き
の
索
引
を
付
し
、
当
該
字
が
登
場
す
る
本
文
の
丁
数
と
行
数
を
示
し
て
、

イ
ロ
ハ
分
け
と
十
三
門
部
別
け
に
な
っ
て
い
る
本
文
の
中
で
、
そ
の
漢
字
を
頭
に
置
く
熟
字
を
早
く
引
け
る
よ
う
に
し
た
も
の
：
：
：
「
間
一

じぴきせつようしう

字
引
節
用
集
」
（
安
永
二
〈
一
七
七
三
〉
年
刊
）

等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
こ
れ
ら
の
試
み
は
、
す
ぐ
普
及
し
て
行
っ
た
真
草
二
行
形
式
や
早
引
方
式
に
比
べ
、
主
流
を
占
め
る
こ
と
が

な
い
ま
ま
に
終
っ
た
。

な
お
、
前
引
拙
稿
で
「
大
全
早
引
節
用
集
」
の
文
化
二
（
一
八

O
五
）
年
三
刻
本
J
天
保
十
四
（
一
八
四
一
二
）
十
刻
本
迄
の
各
版
刊
記
部
分
に

あ
る
三
種
の
節
用
集
の
広
告
を
紹
介
し
て
、
「
安
見
節
用
集
」
が
（
－
一
）
に
相
当
す
る
こ
と
、
「
二
字
引
節
用
集
」
が
連
俳
用
語
辞
典
「
し
を
り
萩
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（

2
〉

詞
林
綱
目
」
と
同
じ
検
索
方
式
を
採
る
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行
な
い
、
「
五
音
引
節
用
集
」
に
つ
い
て
は
、
未
詳
な
が
ら
或
は
五
十
音
引
か
と

考
え
た
が
、
所
調
単
純
な
一
顕
音
五
十
音
引
方
式
で
は
な
い
と
推
定
で
き
る
資
料
を
見
出
し
た
の
で
、
紹
介
・
討
正
し
て
お
く
。
そ
れ
は
天
明
元

は
や
び
き
せ
つ
よ
う
し
う

（
一
七
八
一
）
辛
丑
年
仲
冬
吉
旦
新
刻
の
「
耕
一
四
早
引
節
用
集
」
（
江
戸
西
村
源
六
・
山
崎
金
兵
衛
、
大
坂
村
上
伊
兵
衛
・
柏
原
屋
淀
川
興
左
衛
門

版
）
巻
末
に
付
さ
れ
た
柏
原
屋
の
「
和
書
版
行
目
録
」
の
末
に
載
っ
て
い
る
も
の
で
、
三
書
と
も
「
未
刻
一
冊
」
と
あ
る
。
う
ち
五
音
引
に
つ

い
て
は
「
五
音
字
引
節
用
集
」
と
題
し

同
い
ろ
は
分
に
し
て
、
詞
の
よ
み
と
ま
り
を
、
あ
い
う
ゑ
を
の
五
音
に
て
字
を
引
書
な
り

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
二
字
引
節
用
集
」
の
「
同
い
ろ
は
分
に
し
て
、
文
字
よ
み
と
ま
り
の
詞
を
、
又
い
ろ
は
わ
け
に
し
て
、
上
下
の
か

な
に
て
字
を
引
書
な
り
」
と
い
う
解
説
と
あ
わ
せ
て
勘
え
る
と
、
二
字
引
が
語
頭
イ
｜
語
末
ィ
、
同
イ

l
ロ
、
イ
｜
ハ
と
い
う
組
合
せ
で
配
列
し

て
あ
る
の
に
対
し
、
五
音
字
引
は
イ
｜
ア
、
ィ

l
ィ
、
イ
ー
ウ
と
い
う
組
合
せ
で
配
列
し
、
検
索
し
て
行
く
方
式
を
採
っ
て
い
る
節
用
集
と
い
う

こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。

例
え
ば
、
元
文
六
（
一
七
四
一
）
年
の
「
諮
問
同
町
駅
一
袋
町
暫
夜
間
販
」
は
そ
の
序
で

お

よ

そ

る

ふ

け

づ

も

う

り

ゃ

く

し

い

ん

ち

x
む

た

く

み

よ

ぞ

う

じ

九
是
ま
で
世
に
流
布
の
節
用
は
、
文
を
削
り
詰
を
略
し
紙
員
を
絞
る
事
を
工
て
、
其
字
数
三
万
徐
字
有
と
か
や
、
近
代
増
字
し
て
二
万
徐

せ

は

な

ん

じ

字
を
重
ぬ
と
い
ヘ
ど
も
、
至
て
浪
る
事
多
L
、
此
節
用
は
、
正
字
、
世
話
字
、
難
字
等
、
こ
と
ん
＼
く
新
増
し
て
、
凡
十
二
万
八
千
百
徐
字

に
満
し
む

云
々
と
述
べ
、
「
隅
寓
代
節
用
集
」
は

じ

か

ず

よ

か

み

か

づ

よ

な

る

も

ん

じ

も

ら

あ

つ

め

い

れ

こ

こ

ん

晶

は

つ

か

い

だ

い

ぶ

さ

う

せ

つ

よ

う

し

う

字
数
拾
一
万
余
、
紙
員
八
百
三
十
余
丁
有
て
、
い
か
成
文
字
に
で
も
漏
さ
ず
集
録
た
る
、
古
今
未
設
、
海
内
無
双
の
節
用
集
な
り

と
宣
伝
し
て
い
る
。
字
数
と
項
目
数
・
語
実
数
と
は
当
然
ち
が
う
は
ず
で
、
こ
ふ
で
言
っ
て
い
る
の
は
字
数
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
ま
だ
そ
の
実

数
の
確
認
は
了
っ
て
い
な
い
。
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